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IFRS導入を円滑化するための視点：投資家の視点の導入

� IFRS（国際会計基準）の導入は上場企業のみならず、その取引先に対しても広く対応が求められております。

� 新たな仕組みを導入する場合、その仕組みがなぜ導入されたのかを本質的な視点を考えて導入することで、
より円滑に導入することが可能になります。

� IFRSはそもそもグローバルに株式投資を行う機関投資家が、各国の上場企業の企業価値の分析を容易にする
ために導入されました。

� 株式投資家が企業評価を行うために必要な情報は、以下の４つです。

① 特定の会計年度において、企業が事業運営によってキャッシュフローをどの程度生み出したのか？

② 特定の会計年度において、企業が事業運営以外によってキャッシュフローをどの程度生み出したのか？

③ 企業が持っている資産の価値が幾らなのか？

④ 企業が負担する負債が幾らなのか？

� IFRSは、以上の情報を提供するための原則の確立を企業に求めています。

� IFRSの原則に照らし合わせて、貴社の実態に最もふさわしいIFRS導入のあり方を検討するためには、以上の
ような株式投資家の視点を持ち合わせることが極めて重要です。

� ジェイフェニックスリサーチは、野村證券、メリルリンチ日本證券、ドイツ証券という、日米欧で最大規模
の證券会社で研鑽を積んできた、グローバルな株式投資家に対する情報提供においてプロフェッショナルな
経験を持つスタッフによってIFRS導入支援をおこないます。

� グローバルな機関投資家に対して情報提供を行ってきた証券アナリストの視点を取り入れIFRSの哲学にあっ
た形でIFRSに取り組むことでより円滑な導入が実現するとジェイフェニックスリサーチは考えます。
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IFRS導入を円滑化するための視点：投資家の視点の導入がなぜ重要なのか？

財務諸表の目的と限界

� 広範な利用者が経済的意思決定を
行うに当たり、企業の財政状態、
財政状態の変動に関する有用な情
報を提供すること

� しかし、多様な利用者の情報要求
の全てを満たすことはできない

株式投資家への情報提供の意義

� 株式投資家は、企業のリスク資本
の提供者であるので、投資家の要
求を満たす財務諸表を提供するこ
とによって、財務諸表が満たすこ
とができるその他の利用者の大部
分の要求を満足させること

IFRSの基本スタンス

一定の分析能力を持つ株式投資家（証券アナリストなど）にとっ
て有用な情報提供を行うことを基本原則にする

一定の分析能力を持つ投資家の重要性

� 投資家の分析能力には大きな差が
あるが、証券市場が効率的であれ
ば、情報仲介者が優れた分析を
行って情報提供をおこなっている

� 従って一定の分析能力を持つ投資
家を想定して情報提供する

一流の証券アナリスト的分析の視点を持つジェイフェ
ニックスリサーチがIFRSの哲学に沿ったIFRS導入支援を

行います。
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ジェイフェニックスリサーチが考える投資家の視点に基づいたIFRS導入アプローチの概要

投資家の
視点

特定の会計年度において事業運営
によってどの程度キャッシュフ

ローが生み出したのか？

特定の会計年度において事業運営
以外でどの程度キャッシュフロー

を生み出したのか？

損益計算書
事業区分

損益計算書
財務区分

企業が持っている資産の
価値が幾らなのか？

企業が持っている負債の価値が幾
らなのか？

資産

負債

� 経済実態に合わせた売上が認識基準が重要：いつの
時点で所有権が販売先に移行したのか、正確に把握
して情報収集する仕組みが必要

� バリューチェーンの実態、経済実態に合わせた分析
を元に基本方針の策定を支援

� バリューチェーンの実態に合わせ、事業に伴う
キャッシュフローなのか、それ以外のキャッシュフ
ローなのか、証券アナリストの視点で整理したうえ
で基本方針の策定を支援

� 資産は市場価値が不明な場合は、その資産が将来も
たらすキャッシュフローの現在価値を推計して価値
を推察するアプローチをとることが必要

� 将来価値を割り引くための「割引率」を事業特性に
よって分析して価値を推計する体系的アプローチの
構築を証券アナリストの視点で支援

� 負債は将来発生する支払を現在価値に割り引いて算
出

� 将来価値を割り引くための「割引率」を負債の内容
特性によって分析して価値を推計する体系的アプ
ローチの構築を証券アナリストの視点で支援

一流の証券アナリスト的分析の視点を持つジェイフェニックスリ
サーチは、貴社におけるIFRSの運用の基本哲学の確立を支援します。
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ジェイフェニックスリサーチ
会社概要
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会社概要

� 名称 ジェイ・フェニックス・リサーチ株式会社
（J-Phoenix Research Inc.)

� 住所 〒100-0006
東京都港区西新橋1-2-9
日比谷セントラルビル 14階

� Tel 03-5532-7647

� Fax 03-5532-7373

� 業務 企業調査事業、IRコンサルティング、
その他上記に付随する投資銀行関連業務

� 設立 2003年5月2日

� 資本金 1000万円

� 代表者 代表取締役 宮下 修

� 監査役 露木 正人

� 法律顧問 栗林総合法律事務所

� アドバイス実績（全て上場企業）

� インターネット関連５社／運輸１社／外食１社／化学１社／機械
８社／娯楽１社／電子部品１社／専門店１社／半導体関連２社／
不動産２社／精密１社／ソフトウェア１社／その他製造１社。

� アドバイス対象企業の合計直前期売上合計3兆4000億円(2009年
3月時点）

� 時価総額合計１兆4000億円（2009年6月時点）
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ジェイフェニックスリサーチが目指すもの

戦略策定支援

� 外部環境分析
（政治・経済・社会・技術）

� 競争環境分析（５フォース）
� 戦略の設計図・収益性の経済
ロジック＆存続力の評価

業務改革・戦略実行支援

�エンジニア出身者が戦略の
実行及び業務改革支援を
実施

�シックスシグマ＆制約理論
（TOC）を用いた業務改革

M&A・資金調達支援

�M&A戦略策定・実施
�ポストマージャー統合
�資金調達アドバイス
�投資ファンドの紹介

企業価値

創造＆認知

� ジェイ・フェニックスリサーチは、金

融、証券、業務改革、資金調達の

エキスパートが、企業価値の創造

と認知プロセスの全てにわたって

責任をもって一流のサービスを一

気通貫でアドバイスいたします。

投資家への企業価値認知

�インベスターズリレーション
戦略策定

�投資家説明資料作成
�ターゲット投資家の選定及
び同行して説明サポート
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宮下 修 （代表者）履歴

� 1989年 野村総合研究所入社。
経済調査部、資本市場調査部にて資本市場規制、金融機関戦略、
金融イノベーション等の調査に従事

� 1993年 社内留学生としてシティー大学（ロンドン）ビジネススクールにてMBA(ファイナンス専攻）取得

� 1994年 社内留学生としてドイツ・コンスタンツ大学経済統計学部にて修士号取得（Lizentiat）

� 1995年 野村総合研究所証券調査本部にてグローバルアセットアロケーション戦略の構築に従事

� 1996年 野村総合研究所企業財務調査室にて野村證券の事業法人顧客に対して財務アドバイザリー業務に
従事

� 1999年 スターンスチュワート東京支店入社。日本人初のEVAコンサルタントとして、
EVA（経済付加価値）経営システム導入プロジェクトに従事 （実績：花王、ソニー、旭化成）

� 2001年 メリルリンチ証券会社入社。投資銀行部門にて、M&A、株式引受、財務アドバイザリー業務、
格付けアドバイス、IRコンサルティング業務等に従事

� 2004年 AIGコーポレート・ソリューションズﾞ・インクに入社。証券訴訟および、M&Aに起因するリスク
に対するリスクマネジメント商品の開発、マーケティングに従事

� 2005年 ジェイ・フェニックス・リサーチ株式会社 取締役パートナー

� 2009年 ジェイ・フェニックス・リサーチ株式会社 代表取締役

企業調査、証券投資、コンサルティング等幅広い経験を活かしてアドバイスを行います。

主に、戦略策定と投資家への企業価値認知を担当いたします。
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鈴木 雅俊（ディレクター）履歴

� 1992年 スイス ABB Power Generation Ltd. Heat Transfer Technology Groupでインターンシップ

� 1993年 荏原製作所 機械事業部でUniversity College Londonとの共同研究により逆解法による流体機械の新
設計手法の開発および事業化に従事

� 1999年 荏原製作所からイギリス Advanced Design Technologyに出向。University College Londonとのジョ
イントベンチャーを設立および運営

� 2000年 フランス INSEAD経営大学院でMBA取得

� 2001年 GE Capital Commercial Finance Japanで大型のSix Sigma プロジェクト担当Black Beltとして従事

� 2004年 金型製造ベンチャー企業で、シニアマネージャーとして各事業部での生産リードタイム半減プロ
ジェクトに従事

� 2006年 米系ハイテク製造業向けコンサルティング会社PRTMで、製造業でのサプライチェーンプロジェク
トおよび市場調査に従事

� 2009年 Goldratt Consultingで、サプライチェーン改革プロジェクトに従事

� 2010年 ジェイフェニックスリサーチ入社。ディレクター

業務改革における幅広い理論的及び現場での経験を活かしてアドバイスいたします。
主に、業務改革支援・戦略実行支援を担当いたします。
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遠藤 吉成（ディレクター）履歴

� 1997年 和光証券入社 法人顧客向けにデリバティブ内蔵商品の開発及びマーケティングに従事

� 2000年 みずほ証券入社 豪マッコリー銀行とのJVチームに属し、日本に置けるデリバティブビジネスの立
ち上げから携わり、デリバティブ内蔵商品の開発及びマーケティングに従事

� 2005年 ドイツ証券入社 上場（公開）企業を対象に、資金調達のスキームの開発や各企業が抱える固有の
財務諸問題に対するソリューションの開発及びマーケティングに従事

� 2010年 ジェイフェニックスリサーチ入社。ディレクター

資金調達における幅広い業務経験をもとにアドバイスをおこないます。
主に、M&A及び資金調達支援を担当いたします。
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ジェイ・フェニックス・リサーチ株式会社

©ジェイ・フェニックス・リサーチ株式会社（JPR）。無断転載を禁ず。/本誌記載のデータは各種の情報源から入手したものです
が、その正確性を保証するものではありません。要請に応じ追加情報を提供いたします。/JPRは本誌で取り上げられた企業に対
してアドバイザリー業務を含むサービスを提供、またはそれらのサービスを勧誘する場合があります。/本誌は情報提供を目的と
しており、記載されている意見や予想は証券、オプション、先物等を勧誘するものではありません。また、特定の投資目的や特定
のニーズに応えたものではありません。将来的に予想通りの結果とならない可能性があります。過去の実績は必ずしも将来の業績
を示唆するものではありません

ジェイ・フェニックス・リサーチ株式会社
〒105-0003 東京都港区西新橋1-2-9

日比谷セントラルビル 14階
TEL：03-5532-7647 FAX：03-5532-7373


